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て用いられた﹁作文﹂という言葉等は見られない。しかし、ここでは、戦前・戦中の 綴り方﹂ではなく あくまでも 戦後教育としての、新たな、あるべき﹁綴 実践への道﹂が模索され、その成果が公刊されたと理解される。
　本稿では、このように位置づけられる実践記録集﹃綴方実践への





























































































































ず、加へて、 ﹁そのまま﹂ ﹁くわしく﹂ いふことが、直ちに
表現を規制する決定的な条件にはならないことを考へて見る時、綴り方表現の一線に浮浪してゐる子供たちを救ひ、綴り方生活の成長 期するためには、指導者 、もつと真剣に子供たちの表現生活の内部に沈潜し、もつと具体的な指導の計画を組織し、そしてもつと力強い実践に 希望 愛と熱をもつて、前進しなくてはならない 思ふ。
　ここには、飯田廣太郎の作文・綴り方教育観、さらには、作文・
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・国民学校綴方教師用書の誕生・戦争による取材の偏向
　この四つの項目のうち、 ﹁綴方教師への弾圧﹂は、先にあげた
﹁北海道綴方教育連盟事件﹂を指しており、 ﹁戦争による取材の偏向﹂は、いわゆる﹁戦時綴り方﹂ ﹁慰問文綴り方﹂ ﹁銃後の綴り方﹂等を指していると考えられる。ただ、作文・綴り方の﹁衰退﹂ 理由として、これらの﹁綴方教師への弾圧﹂ ﹁戦争による取材の偏向﹂とともに、 ﹁リアリズム綴方への反感﹂が挙げられている点は注目される。戦前のある時期、厳しく貧しい生活を余儀なくされた児童・生徒に、作文・綴り方を書くことによって、置かれている生活の現実に取り組ませ 主体を回復させようとする、綴り方教育︵り方による教育︶があった。国語科の枠を超えた、いわゆる生活主義綴 ︵生活綴り方︶である そ で大切にされたのは 作文︵綴り方︶の表現と表裏一体の関係にある生活のありようであり、それによって支えられる主体的・積
極的な姿勢
・生き方であった。
そこでは、児童の作文︵綴り方 は、常に その背後にある生き方や社会と関わる姿勢 表わ として らえられ 。もちろん、学習の主体としての児童を育てる視点から、 ﹁戦時綴り方﹂ ﹁慰問文綴り方﹂等は﹁戦争による取材 偏り﹂として否定される かし、それと同時に、生活の現実に厳しく立ち向かうこ を求め アリズム綴り方﹂の重視も、また、作文︵綴り方︶の衰退 招いたとする。山田貞一のあげる綴り方 衰退の四つ 理由の ちの ﹁リアリズム綴方への反感﹂と、他 三つの﹁ 方教師への弾圧﹂ 国民
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校﹄への評価 誤りを、 ﹃山びこ学校﹄刊行の四年前に 安藤鉄夫は、すでに指摘しているのである。
　最後に、③の﹁戦前の作文・綴り方教育の持つ長所を再評価し、
それを新たな視点から継承 ようとするも ﹂の中から、五 三浦一の﹁与へる文話の研究﹂を取り上げたい。
　三浦一は、 ﹁初等科二年に与へたい文話要項﹂として、文話を与
える留意点を、










象に、特定の児童の文章を例として ながら、具体的な形で語りかけ 指導することであるこ が分かる。学級の児童が共通して持つ課題や問題を、あるいは、時には本人も気づいていない長所や短所を、具体的な学級の児童の文章を例に、学級の全員に対する一斉指導として話しかけ気づかせようとする。
　ともすれば個別の赤ペンあるいは膝下指導になりがちな作文指導
を乗り越えるための 一つの方法であろう。
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　この三浦一の﹁与へる文話の研究﹂では、上に取り上げた﹁初等
























したからである。そのような変化︵変容︶の姿と戦後の到達点の具体的なありようとを、各地域の教師の典型的な実践記録や回想から、あるいは時々の学校文集・学級文集等 収められた児童の文章からとらえようとしてきた 作業の中で本稿に取り上げた﹃綴方実践への道﹄に出会うこ ができた。冒頭にも述べたが、昭和二二年二月に北海道・札幌市で刊行された本書﹃綴方実践へ 道﹄との出会いは大きな驚きであった。しかし、出会い以上に、そ 内容の新鮮さへの感動を禁じえない。戦前の豊かな遺産を継承し 新たな作文・綴り 教育への理解 実践の姿 、この﹃綴方実践への道﹄に見出されるからである。戦後の作文・綴り方教育理論・の成立・展開への理想的な姿が、ここ 、すでに、様々な形で豊か
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